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自転車で下校中。 近くのコンビニに避難。 

川で家族とキャン

プをしていた。 

車の中に逃げ込み、

高い所へ行く。 

（指導上のポイント） 

◆各自が登下校時や外出時のよく行

く場所で、竜巻が発生したら、どこに

避難し、どのように身を守るかを発表

させる。 

◆竜巻から身を守る方法について指

導する。 

（家の中にいる場合） 

・窓から離れて、丈夫な机の下に隠れ、

両手で頭を守る。 など 

（屋外にいる場合） 

・丈夫な建物の中に避難する。など 

◆レーダー・ナウキャスト（気象庁）

で竜巻の発生確率が予測されている

ので参考として確認することを指導

する。 

http://www.jma.go.jp/jp/radnowc/

◆竜巻は局地的で予報には限界があ

り早めに避難することが大切である

ことを指導する。 

 

すぐにサッカーをやめ、

学校に入る。 

「５ 突然風水害が起こったら｣ 

学習のねらい：１．突然の風水害よって引き起こされる災害の危険について理解する。 

２．危険があった時に、安全に避難する方法を理解できるようにする。 

    ３．気象情報を把握する等普段から心掛けることの大切さを理解する。 

（指導上のポイント） 

◆各自が登下校時や外出時のよく行

く場所で、雷が鳴り出したら、どこに

避難し、どのように身を守るかを発表

させる。 

◆雷から身を守る方法について指導

する。 

・雷鳴が聞こえたらすぐ避難する。 

・建物の中や車へ避難する。 

・木や電柱から４ｍ以上離れる。 

◆レーダー・ナウキャスト（気象庁）

で雷の発生確率が予測されているの

で参考として確認することを指導す

る。 

http://www.jma.go.jp/jp/radnowc/ 

【竜巻エピソード】 

伊勢市で平成 25年 9月 4日 14時 20分頃、竜巻が発生した。 

竜巻は、同市粟野町で発生後、隣接する上地町などの住宅街など

を約 3ｋｍにわたって直進した結果、家の瓦が飛んだり、窓ガラス

が割れたりするなどの被害があった。城田小学校（上地町）では、

校舎 1階の玄関で急に｢ゴー｣という音がして、目の前が白くなり、

激しい風が雨水を巻き上げて、校庭を移動するのを確認した。 

竜巻は 15秒程度で過ぎたが、飛散物によって敷地内の木の枝が

折れて校庭に散乱し、校庭にあった十数台の車の窓ガラスが割れ

た。幸いにも、児童は雷雨のため下校を見合わせていて全員無事だ

った。なお、当日は、気象台は竜巻注意情報を発表していた。 

カーテンをしめ、窓から

離れ布団をかぶる。 

すぐに野球をやめ、

体育館に避難する。 

木から離れて、近く

の建物に入る。 

http://www.jma.go.jp/jp/radnowc/
http://www.jma.go.jp/jp/radnowc/
http://www.jma.go.jp/jp/radnowc/
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川の中州でバー

ベキュ－をして

いた。 

川の中州から離れて高

い所へ避難する。 

用水路に落ちないよう

に長い杖を持って歩く。 

 
公園からすぐに離れ、高

い所へ避難する。 

（確認） 

危険を知り、適切な回避行動を

考えておく必要があることを

理解できたか。 

 

★紀伊半島大水害を体験した教員の声 

台風による風水害のあと、困るのが 水の確保です。

「こんなにたくさんの雨が降ったのに、なぜ？」と思う

くらい、土砂災害等の影響で断水となります。断水にな

ると、飲み水だけでなく、トイレも使用できなくなりま

した。他のものは何かで代用できたり、作ったりできま

すが、「水」だけは、何かを加工して作ることができま

せんでした。風水害では災害前も災害後も「水」に悩ま

されることを知り、災害へ必要な備えをしておきましょ

う。他にも台風が来る前の窓や雨戸、物の固定や非常用

品の確認、安全対策、避難場所の確認などをしておきま

しょう。 

★紀伊半島大水害時の生徒の声 

「私たちは、たった３日間の断水でもこんなに大変だ

ったのだから、東日本大震災の時は、どんなに大変だっ

たかと実感した。」 

（指導上のポイント） 

◆各自が登下校時や外出時のよく行

く場所で、急な大雨が降り出したら、

どこに避難し、どのように身を守る

かを発表させる。 

◆急な大雨から身を守る方法につい

て指導する。 

・雨が降り始めたり、空や川に異変

を感じたりしたらすぐに離れる。 

・浸水した場所に注意する。など 

◆レーダー・ナウキャスト（気象庁）

で雨の発生確率が予測されているの

で参考として確認することを指導す

る。 

http://www.jma.go.jp/jp/radnowc/ 

【突然の大雨エピソード】 

平成 20年 7 月 28日、近畿地方では、日本

海南部にある前線に向かって暖かく湿った

空気が流れ込みやすい状態となり、大気の状

態が不安定となっていた。兵庫県南部では、

雷を伴った大雨となり、14時から 15時の解

析雨量（レーダーと雨量計による解析）は、

神戸市付近で約 60mmの非常に激しい雨とな

った。 

 この大雨の影響で、神戸市灘区都
と

賀川
ががわ

で

は、急激な増水のため（14時 40分から 10

分ほどで約 1.3ｍの水位上昇）、河川内の親

水公園で遊んでいた人たちが流され、5名が

亡くなった。 

当日、気象台は、13時 20分に大雨・洪水

注意報、13時 55分に大雨・洪水警報を発表

していた。 

http://www.jma.go.jp/jp/radnowc/
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